


報告はまた、近い将来に、軍事偵察衛星の運用を基にした偵察・情報収集能
力を確かなものにし、500km先の前線深部まで正確に偵察できる偵察ドローン
などの偵察手段の開発研究を本格化させる必要性について言及した。

報告は、防衛科学技術を発展させ、より高度な武器と戦闘装備を発明するこ
とによって、朝鮮人民軍を従来型から精鋭化したハイテク型へと急速に発展さ
せることが、現在の防衛科学部門が直面している主要任務であると規定した。
軍備の知能化、精密化、無人化、高性能化、軽量化を軍需産業の優先目標と
し、この目標に向けて研究開発が行われるべきである。（略）

対外政治活動は、我々の革命の発展を妨げる根本的な障害であり、最大の主
敵である米国を圧倒し、服従させることに重点を置いて方向づけられるべきで
ある。（略）

我々が最強の戦争抑止力を蓄え、それを絶えず発展させているのは、自分た
ちを守り、永遠に戦争のない真の平和の時代を切り開くことを目的としてい
る。（略）

報告は、新たな朝米関係構築の鍵は米国がDPRKに対する敵視政策を撤回す
ることにあると明言し、今後も力には力、善意には善意という原則で米国に対
するという朝鮮労働党の立場を厳粛に明らかにした。また、報告は、DPRKは
責任ある核兵器保有国として、侵略的な敵対勢力が我々に対して核兵器を使用
しようとしない限り、核兵器を乱用しないことを再確認した。（後略）

出典：『朝鮮中央通信』 以下のURLからから日付により検索。
http://www.kcna.co.jp/index-e.htm
翻訳は、朝鮮中央通信の日本語訳を基礎に、同英語訳を参照しながら一部修正した。
アクセス日：2022年2月21日
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